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論文審査の結果の要旨 

 

 本研究では，デスモソーム構成タンパク質であるデスモグレイン 1（Dsg1）または Dsg3

を分解する化膿レンサ球菌（Streptococcus pyogenes）の病原因子を検索し，S. pyogenes 皮膚

感染症における病態形成との関連を検討した．Dsg1 と Dsg3 の組換えタンパク質を用いた

解析により，S. pyogenes が産生する分泌型システインプロテアーゼ SpeB が Dsg1 と Dsg3

の細胞外ドメインを分解することが示された．さらに，新規の S. pyogenes 経皮感染マウス

モデルを構築し，SpeB が皮膚病変形成に及ぼす影響を検討した結果，SpeB が感染部位に

おける Dsg1および Dsg3 の分解，ならびに，化膿性皮膚病変の形成に関与することが明ら

かとなった．以上の結果より，SpeBは細胞間接着分子群を分解し，化膿性皮膚病変の形成

に寄与することが示唆された． 

よって，博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める． 

 

 

  

 


